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要旨
感化院として出発し教護院の名を経て児童自立支援
施設は、今年で111年目を迎えた。この長い歴史のなか
で、職員夫婦が寮長寮母として家族と共に施設の子ど
もたちと起居を共に生活し、人間対人間の接触のなか
で、子どもの心の解放、成長を育てる『小舎夫婦制』
は、わが国における教護の柱となり守り続けられてき
た。時の流れとともに、交替制への移行の流れ、入所
児童の多様化、福祉と司法のすみ分けの問題など課題
も増えている。子どもを守り、愛情を持って育てるこ
とは本来親の役割であるが、その養育機能が低下して
いる昨今、それに変わる居場所、育ちなおしの場とし
て、小舎夫婦制の存在とその役割は大きい。
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